
１　基礎情報

２　施設利用状況の推移

３　施設利用者の満足度（利用者アンケート結果）　　※３ブロック全体結果

４　主な自主事業実績

５　主な修繕実績 （単位：円）

６　収支状況 （単位：円）

※　「想定事業費」：市が直営で管理した場合に想定される事業費

年次継続監視評価表（令和6年度）

対　象　施　設 放課後児童クラブＣブロック（公立１4施設）

施設の設置目的
放課後等に保護者が就労等により常時留守となっている家庭の児童に対し、必要な保
育を行い、児童の健全な育成を図る。

施設所管部署 こども未来部　こども育成課

指 定 管 理 者 株式会社アンフィニ

指　定　期　間 令和6年４月１日から令和10年３月３１日まで

指定管理業務内容
(1)家庭生活及び社会生活に必要な生活習慣の育成
(2)児童クラブに入室した児童の保育に関する業務
(3)児童クラブの施設の維持管理に関する業務

過去５年間の平均 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

人数（件数） 560人 597人

対前年度比 - -

満足度

施設・設備管理 接客対応 おやつ 全体

上半期 262人 55.0% 68.1% 44.6% 71.1%

下半期 179人 53.1% 69.9% 44.1% 72.1%

利用者の主な
意見・要望等

・現場の支援員への感謝及び意見、要望
・アンフィニ事務局への意見、要望
・施設の修繕、整備要望

自主事業名 内　　容 参加者数等

英語教室 英語での自己紹介や歌遊びを実施 185人

マジックショー
道具を使ったマジックの披露や、簡単なマジックのやり方
の指導を実施

140人

理科実験教室 グライダー制作や、スライム作りを実施 135人

修繕箇所・修繕名等 内　　容 金　額

エアコン（南桜井） エアコン修理 64,658円

内外壁（小渕） 壁補修工事 56,100円

雨樋（南桜井） 雨樋つまり修繕 45,100円

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 合　計

収入額　　　　　A 191,786,681

　内、指定管理料　a 178,185,562
　内、利用料金収入 13,601,119

支出額　　　　　B 191,786,681
　内、人件費 145,181,388

収支額　　　 A-B 0

対前年度比 -

想定事業費　　C 225,070,470

削減額　　　 C-a 46,884,908

特記事項
（増減額の説明等）

・令和６年度の「内、指定管理料a」欄の金額には、指定管理料のほか、放課後児童支援員等処遇改善等事業
費補助金、放課後児童支援員キャリアアップ処遇改善事業費補助金、放課後児童支援員等処遇改善事業（月
額9000円相当賃金改善）補助金、障害児受入強化推進事業（医療的ケア児受入に伴う看護師配置分）補助金
を含みます。

回答者数



７　四半期継続監視結果

※評価結果の凡例
Ａ：適切な指定管理業務が実施されている。
Ｂ：適切な指定管理業務が実施されておらず、さらなる努力を要する。
Ｃ：全体的に適切な指定管理業務が実施されておらず、取り組みを見直し。

８　年間を通じた個別事項の評価
No. 適
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９　総合評価

区分 評価結果 特記事項（不適となった事項の有無、指導事項、改善状況　等）

第１四半期 Ａ

・一部クラブにおいて仕様書で定めた支援員の配置数となっていなかったた
め、適切な配置となるよう指導した。
・提出書類の提出が遅れるため期限内の提出を指導した。
・修繕が遅れている箇所があるため、速やかに対処するよう指導した。

第２四半期 Ａ

・一部クラブにおいて仕様書で定めた支援員の配置数となっていなかったた
め、適切な配置となるよう指導した。
・支援員が研修へ出席できるよう指導した。
・備品の管理が不十分なところがあったため、適切に対処するよう指示し
た。

第３四半期 Ａ
・一部クラブにおいて仕様書で定めた支援員の配置数となっていなかったた
め、適切な配置となるよう指導した。
・修繕が遅れている箇所があるため、速やかに対処するよう指導した。

第４四半期 Ａ

・一部クラブにおいて仕様書で定めた支援員の配置数となっていなかったた
め、適切な配置となるよう指導した。
・屋根・雨樋の管理が行き届いていないため、適切に対処するよう指導し
た。
・個人情報が記載されている重要な書類に関する適切な保管や管理の徹底を
指導した。

評価項目 主な内容
施設の目的及び市が示した管理の方針と合致した内容となっているか。

児童の保護及び遊びを通しての育成指導に適した内容となっているか。

サービス向上のための適切な方策が実施されているか。
小学校との適切な連携が行われているか。
保護者との協力体制は適切か。
おやつに関する業務についての運営は適切か。
事業計画書で提案された内容が適切に実施されているか。
書類等文書の作成・管理・保存は適正に行われているか。
施設の安全・衛生管理、危機管理、災害時等緊急時の対応は適切か。
適切な計画の下、効果的な修繕・保守点検が実施されているか。
事業収支は事業計画書による計画と乖離していないか。
サービス水準を確保した効果的な経費縮減に取り組んでいるか。
会計処理業務が適切に行われているか。
職員体制は十分か。
職員採用、確保の方策は適切か。
職員の育成指導、研修体制は十分か。
適正な雇用・労働条件が確保されているか。
個人情報に関する情報の管理体制は十分か。
市との適正な信頼関係や協定書等に基づく協力関係が築けているか。

適（○）の数 １７／１９

特記事項（指定管理者への指示事項等）
・職員体制については、一部のクラブにおいて仕様書等で定めた支援員の配置数となっていなかったので、
適切な配置となるように指示しています。
・一部クラブにおいて、修繕がなされていない箇所があるため、速やかに修繕するよう指示しています。
・児童や施設の安全確保のためにも、確実な防犯管理を行うよう指示しています。
・非常に大きな信頼問題にも関係するため、個人情報の管理を改めて徹底するよう指示しています。

住民サービスの向上や経費の節減について
理科実験教室のような学問的なイベントやマジックショーを実施するなどして、児童たちの交流の場を作るほ
か、住民サービスの向上に努めていました。予算を設け、その範囲内で各クラブにおもちゃを購入するなど、
適切な経費の執行に努めていました。

指導に対する対応・改善状況について

一部のクラブにおいて仕様書で定めた支援員の配置数となっておりませんでしたが、補助員等の配置により
保育の水準は概ね保たれていました。個人情報の管理について、必要な書類を手渡したら名簿にチェックを
つけるようにする、といった確認作業を取り入れ、適切な情報管理の徹底に努める姿勢が見られました。

その他（上記以外の制度導入による効果、業務状況、課題、今後の方向性等）
児童や保護者との接し方についての研修や、工作についての研修など、職員の資質向上に向けての働きか
けが活発な印象を受けました。資格を持つ支援員の数も増えてきており、保育の質の向上に大きく役立ってい
ます。今後も継続して質の高い保育を実現していきます。

令和6年度の評価結果 A

1
住民の平等な利用が確保さ
れているか。

2
施設の効用を最大限に発揮
させているか。

3
施設の適切な管理運営が計
画的に実施されているか。

4
管理に係る経費の縮減が図
られているか。

5
安定的な運営体制が確保さ
れているか。

6 その他


